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■
研
究
主
題
（
全
国
統
一
研
究
主
題
　
第
13
期
1
年
次
）

「
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
育
む 
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」

■
サ
ブ
テ
ー
マ

「
夢
と
志
を
も
ち
、
協
働
し
て
未
来
を
創
る
子
ど
も
を
育
成
す

る
チ
ー
ム
学
校
づ
く
り
の
推
進
」

■
サ
ブ
テ
ー
マ
の
設
定
理
由

　

私
た
ち
が
生
き
て
い
る
こ
の
社
会
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ

Ｔ
が
も
た
ら
す
変
革
）
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
少
子
高
齢

化
や
地
球
環
境
問
題
な
ど
の
多
様
な
課
題
が
進
行
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
り
、
先
行
き
が
不
透
明
で
予
測
困
難
な
時
代
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
高
度
化
・
複
雑
化
す
る
諸
課
題
へ
の
対
応
を

し
な
が
ら
、
私
た
ち
が
望
む
未
来
を
私
た
ち
自
身
が
示
し
、
創

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
一
人
一
人
が
中
心
と
な
る
超
ス
マ
ー
ト
社
会

（
Ｓｏｃ
ｉｅ
ｔｙ 

５
．
０
）
を
目
指
し
て
、
子
ど
も
が
自
ら
考

え
、
主
体
的
か
つ
責
任
を
も
っ
て
社
会
変
革
を
実
現
し
て
い
き

な
が
ら
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
学
び
の
支
え
と

な
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
や
Ａ
Ｉ
な
ど

を
活
用
し
た
学
習
は
、
空
間
を
超
え
て
世
界
の
ど
こ
で
も
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
る
学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
、
様
々
な

ニ
ー
ズ
の
子
ど
も
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
学
校

で
教
師
と
学
習
者
、
学
習
者
同
士
が
共
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら

成
長
す
る
こ
と
の
価
値
や
学
校
内
外
で
様
々
な
人
と
直
接
関
わ

る
社
会
体
験
や
自
然
体
験
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
活

動
、
異
文
化
交
流
、
地
域
社
会
へ
の
参
画
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
は
経
験
し
得
な
い
リ
ア
ル
な
学
び
の
価
値
を
再
認
識
す
る
こ

と
も
必
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
身
に
付
け
る
べ
き
資
質
・
能
力

の
育
成
は
、
幼
児
教
育
か
ら
大
学
院
ま
で
連
続
性
・
一
貫
性
を

も
ち
な
が
ら
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
、

「
デ
ジ
タ
ル
」
と
「
リ
ア
ル
」
の
最
適
な
組
合
せ
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
何
よ
り
も
学
習
者
視
点
に
立
ち
、
誰
も
が
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
、
誰
と
で

も
、
自
分
ら
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
ず
、
一
人

一
人
の
可
能
性
が
最

大
限
に
引
き
出
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
一
人
一
人
の
多

様
な
幸
せ
が
社
会
全

体
の
幸
せ
で
も
あ
る

と
い
う
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
が
実
現
さ
れ

る
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
学
校
は
基
礎
的
な
知
識
・
技

能
の
習
得
に
加
え
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
解
決
を
す
る

た
め
に
必
要
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
や
学

習
意
欲
の
向
上
、
多
様
な
人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
く
力
を

育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
獲
得
し
た
資
質
・

能
力
を
使
っ
た
言
語
活
動
や
協
働
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、

効
果
的
に
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
社
会
の

様
々
な
機
関
等
と
連
携
す
る
こ
と
で
多
面
的
に
育
成
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。
学
校
内
外
に
お
い
て
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び
成

長
し
、
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に
参
画
し
て
い
く
中
で
、
様
々

な
立
場
の
人
々
と
の
共
生
社
会
を
実
現
で
き
る
子
ど
も
を
育
て

て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
我
々
副
校
長
・
教
頭
は
、
チ
ー

ム
学
校
の
柱
と
し
て
現
状
を
適
切
に
分
析
し
て
課
題
解
決
の
方

向
性
を
見
極
め
、
他
の
教
職
員
や
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
基
に
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
現
状
に
満
足
し
な
い
で
志
を
も
っ
て
さ
ら
に
高

め
合
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
創
り
出
し
、
共
に
学
び
続
け
る

こ
と
で
、
成
長
で
き
た
喜
び
を
実
感
で
き
る
教
職
員
集
団
を
育

て
て
い
き
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
社
会
に
出
て
自
立
し
て

生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
で
あ
る
「
未
来

を
切
り
拓
く
力
」
を
育
み
、
子
ど
も
と
共
に
歩
む
教
職
員
集
団

と
し
て
「
魅
力
あ
る
学
校
」
を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
た
た
め
サ
ブ
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
。

◇
開
催
期
日　
令
和
6
年
7
月
31
日
（
水
）・
8
月
1
日
（
木
）

◇
開
催
地　
　

高
知
県
高
知
市

◇
開
催
方
法　

 

参
集
型
・
オ
ン
ラ
イ
ン
型
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
大
会

◇
一
日
目　
　

7
月
31
日
（
水
）

①
開
会
行
事

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
夢
と
志
を
も
ち
、
協
働
し
て
未
来
を
創
る
子
ど
も
を
育
成

す
る
チ
ー
ム
学
校
づ
く
り
の
推
進
」

高
知
大
会
の
ご
案
内

第
66
回
全
国
公
立
学
校
教
頭
会
研
究
大
会

第
42
回
四
国
地
区
小
中
学
校
教
頭
会
研
究
大
会

第
50
回
高
知
県
小
中
学
校
教
頭
会
研
究
大
会



5 高知大会のご案内

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

　

露
口　

健
司　

氏
（ 

愛
媛
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科 

教

育
実
践
高
度
化
専
攻 

教
授
）

【
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
】

　

藤
原　

文
雄　

氏
（ 

国
立
教
育
政
策
研
究
所
初
等
中
等
教
育

研
究
部
長 

教
育
政
策
・
評
価
研
究
部
長
）

　

田
村　

千
賀　

氏
（ 
千
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表

取
締
役
）

　

谷　
　

智
子　

氏
（
高
知
市
教
育
委
員
会 

教
育
委
員
）

③
記
念
講
演

　
【
演
　
　
　
題
】　 「『
想
像
と
創
造
』 
～
地
球
の
子
供
ビ
ジ

ョ
ン
～
」

　
【
講
　
　
　
師
】　
安
藤　

桃
子　

氏

　
【
講
師
の
紹
介
】　
ロ
ン
ド
ン
大
学
芸
術
学
部
を
卒
業
後
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
映
画
作
り
を
学
び
、
２
０
１
０
年
「
カ
ケ
ラ
」

で
監
督
・
脚
本
デ
ビ
ュ
ー
。
14
年
に
、
自
ら
書
き
下
ろ
し
た
長

編
小
説
「
０
．
５
ミ
リ
」
を
映
画
化
し
、
数
々
の
賞
を
受
賞
。

そ
の
後
、
高
知
県
に
移
住
し
、
子
ど
も
達
と
の
映
画
作
り
や
ア

ー
ト
な
ど
、
食
育
、
自
然
、
農
業
を
通
じ
、
優
し
い
地
域
の
地

場
づ
く
り
を
行
う
。
23
年
11
月
、
映
画
を
通
じ
て
心
と
文
化
を

伝
え
る
「
キ
ネ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
活
動
中
。
父
は
俳
優
で
映
画
監
督
の
奥
田
瑛
二

さ
ん
、
母
親
は
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
安
藤
和

津
さ
ん
、
妹
は
俳
優
の
安
藤
サ
ク
ラ
さ
ん
。

◇
二
日
目　
8
月
1
日
（
木
）　

分
科
会

〇
第
一
分
科
会
Ａ
・
Ｂ
『
教
育
課
程
に
関
す
る
課
題
』

〇
第
二
分
科
会
『
子
供
の
発
達
に
関
す
る
課
題
』

〇
第
三
分
科
会
『
教
育
環
境
整
備
に
関
す
る
課
題
』

〇
第
四
分
科
会
『
組
織
・
運
営
に
関
す
る
課
題
』

〇
第
五
分
科
会
Ａ
・
Ｂ
『
教
職
員
の
専
門
性
に
関
す
る
課
題
』

〇�

第
六
分
科
会
『
副
校
長
・
教
頭
の
職
務
内
容
や
職
務
機
能
に

迫
る
課
題
』

〇
特
別
分
科
会
①
『
時
宜
に
応
じ
た
課
題
』

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
個
々
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き

出
す
教
育
の
推
進
に
向
け
た
教
頭
の
役
割
―
個
別
最
適
な
学
び

と
協
働
的
な
学
び
の
日
常
化
を
図
る
た
め
の
教
育
Ｄ
Ｘ
に
向
け

て
―
」

　

講
師　

東
京
学
芸
大
学 

教
育
学
部 

教
授　

高
橋　

純　

氏

〇
特
別
分
科
会
②
『
開
催
地
の
創
意
を
生
か
し
た
課
題
』

　
「
少
子
高
齢
化
の
地
域
に
お
け
る
チ
ー
ム
学
校
づ
く
り
―
中

山
地
域
に
お
け
る
地
域
と
と
も
に
取
り
組
む
学
校
づ
く
り
―
」

　

講
師　

高
知
県
い
の
町
立
川
内
小
学
校 

校
長　

川
上　

確
也　

氏

　

講
師　

山
口
県
周
南
公
立
大
学 

教
授　

清
原　

泰
治　

氏

■
「
新
し
い
時
代
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
研
修
」

　

高
知
大
会
は
、
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
、
昨
年
度
の
石
川
大
会
に
引
き
続
き
、
参
集
と
オ
ン
ラ
イ

ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
の
研
究
大
会
と
な
り
ま

す
。
特
に
2
日
目
の
分
科
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
沿
っ

て
、
参
集
さ
れ
た
皆
様
と
話
題
を
共
有
し
、
あ
た
か
も
会
場
で

い
る
よ
う
な
時
間
と
な
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
で
の
協
議
や
全

体
発
表
等
も
で
き
る
よ
う
に
、
東
京
と
高
知
の
2
つ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
業
者
の
方
が
共
同
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
石

川
大
会
の
成
果
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
場
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
参
集
約

１
２
０
０
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
約
２
０
０
０
人
と
な
り
、
全
体
で

３
０
０
０
人
を
超
え
る
皆
様
と
共
に
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
「
開
催
方
法
の
概
要
」

◇
1
日
目
…
開
会
行
事
、
記
念
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
の
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
す
。
記
念
講
演
は
、
高
知
を
拠
点
に
様
々
な
分
野
で
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
映
画
監
督
の
安
藤
桃
子
氏
を
お
招
き
し
ま
す
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
本
大
会
の
サ
ブ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
教
職
員

の
働
き
が
い
や
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
等
に

つ
い
て
、
様
々
な
立
場
の
方
の
お
考
え
か
ら
教
育
現
場
で
の
副

校
長
・
教
頭
の
役
割
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
2
日
目
…
分
科
会
、
閉
会
行
事

　

参
集
型
・
オ
ン
ラ
イ
ン
型
で
グ
ル
ー
プ
編
成
し
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
を
利
用
し
ま
す
。
全
国
の
提
言
者

の
方
か
ら
貴
重
な
ご
実
践
を
提
言
し
て
い
た
だ
き
、
協
議
の
柱

に
沿
っ
て
活
発
な
協
議
が
展
開
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

「
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
」

　

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
学
校
現
場
に
お
い
て
、
副
校

長
・
教
頭
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
、
本
大
会
を
通
し
て
具
体
的
に
学

び
、
明
日
の
実
践
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
知
大
会

実
行
委
員
会
は
全
力
で
大
会
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
高

知
に
来
て
よ
か
っ
た
、
高
知
大
会
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思

っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
も
て
な
し
の
心
を
も
っ
て
、
皆
様
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。


